
重大な病気やケガの可能性があります
● 顔半分が動きにくい、
　 しびれる
● 笑うと口や顔の
　 片方がゆがむ
● ろれつがまわりにくい
● 見える範囲が狭くなる
● 周りが二重に見える

● 突然、片方の腕や足が
　 しびれたり、力が入ら
　 なくなる

● 突然の激しい頭痛
● 突然の高熱
● 急にふらつき、
　 立っていられない

● 突然の激痛
● 急な息切れ、呼吸困難
● 旅行などの後に
　 痛み出した
● 痛む場所が移動する

● 突然の激しい腹痛
● 血を吐く

高齢者
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木曽広域消防本部では、応急手当の講習会を行っています。
詳しくは、木曽広域消防本部 消防課（☎0264-24-3119）へ
お問い合わせください。

消防庁「救急車を上手に使いましょう ～救急車 必要なのはどんなとき？～」から引用し一部改変

私が指示しますので、
直ちに胸骨圧迫を
行ってください。

あなたが救える命のために

● 意識がない、おかしい
意識の障害

● けいれんが止まらない
けいれん

● 冷や汗を伴う強い吐き気
吐 き 気

● 物をのどにつまらせた
飲み込み

● 大量出血を伴うけが
● 広範囲のやけど
● 交通事故や転落、転倒で
　 強い衝撃を受けた

けが・やけど・事故

● 顔半分が動きにくい、
　 しびれる
● ニッコリ笑うと
　 口や顔の片方がゆがむ
● ろれつがまわりにくく、
　 うまく話せない
● 見える範囲が狭くなる
● 突然、周りが二重に見える
● 顔色が明らかに悪い

● 突然、片方の腕や足が
　 しびれたり、力が入ら
　 なくなる

● 突然の激しい頭痛
● 突然の高熱
● 支えなしで立てない
　 ぐらい急にふらつく

● 突然の激痛
● 急な息切れ、呼吸困難
● 胸の中央が締め付けられる・ 
　 圧迫されるような痛みが
　 ２～３分続く
● 痛む場所が移動する

● 突然の激しい腹痛
● 激しい腹痛が持続する
● 血を吐く
● 便に血が混ざる、
　 真っ黒い便が出る

おとな

顔

手･足
おなか
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● 意識がない、おかしい
● ぐったりしている

意識の障害

● けいれんが止まらない
　 止まっても、意識がもどらない

けいれん

● 冷や汗を伴う強い吐き気
吐 き 気

● 物をのどにつまらせて、
　 呼吸が苦しい、意識がない

飲み込み
● 大量出血を伴うけが
● 広範囲のやけど
● 交通事故にあった
● 水におぼれている
● 高いところから落ちた

けが・やけど・事故

● くちびるの色が紫色
● 顔色が明らかに悪い

● 手足が硬直している

● 頭を痛がって、
　 けいれんがある
● 頭を強くぶつけて、
　 出血がとまらない、
　 意識がない、
　 けいれんがある

● 激しい下痢や嘔吐で
　 水分が取れず食欲がなく
　 意識がはっきりしない
● 激しいおなかの痛み
　 で苦しがる
● 嘔吐が止まらない
● 便に血がまじった

こども
（15歳以下）

顔

手･足

● 激しい咳やゼーゼーして
　 呼吸が苦しそう
● 呼吸が弱い

胸

おなか

頭

● 意識がない、おかしい
意識の障害

● 虫に刺されて全身に
　 じんましんが出て、
　 顔色が悪くなった

じんましん

● 乳児の様子がおかしい
生まれて３カ月未満の乳児

● けいれんが止まらない
　 止まっても、意識がもどらない

けいれん

● 物をのどにつまらせて、
　 呼吸が苦しい、意識がない

飲み込み

● 痛みのひどいやけど
● 広範囲のやけど
● 交通事故にあった
● 水におぼれている
● 高いところから落ちた

けが・やけど・事故

救える命を救うためには、応急手当が重要です。
応急手当が必要な場合は、１１９番通報を
受けた通信指令員から、適切な応急手当の
お願いと、口頭での指導を行う場合があります。

救急車が到着するまではどうしても時間が
かかります。いざというときに、大切な方を救う
ためにも、正しい応急手当を身につけておき
ましょう。

平均15.4分

（全国平均8分）

突然のこんな症状の時はすぐに119番!!


